
 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標   ○まじめな子    ○あかるい子    ○がんばる子 

                              

                                        

目指す学校像  

よさを認め、学び合い高め合い、やる気と笑顔あふれる学校（個の伸長 公の育成） 

～自分のよさ、友達のよさ、地域のよさを再発見・大発見～ 

安行小学校９月号 

令和７年９月１日 

「当たり前のことが当たり前にできる」 

～ いわゆる「凡事徹底」をめざして ～                              

 

校長 岩本 好則  

 

 ４４日間の夏季休業日が終わり、学校に子供たちの

元気な顔と明るい声が帰ってきました。子供たちの日

焼けした顔には、一段と成長したたくましさが感じら

れます。 

 ２学期は、校外学習、修学旅行、大貫海浜学園、校

内音楽会など、多彩な学校行事が予定されています。

これらの活動をとおして、知・徳・体の調和のとれた

子供たちの育成を目指し教職員一同全力で取り組ん

でまいります。 

 御存知の方も多いかと存じますが、『凡事徹底』と

いう言葉があります。意味は「小さなことを積み重ね

てこそ成功できる。当たり前のことを当たり前にでき

るようにすることが、非凡につながる。」ということ

です。 

 ８月２６日の２学期始まりの式で子供たちへ「Ａ・

Ｂ・Ｃ・Ｄの人」になりましょうという話をしました。 

 

 

 

みんなで“当たり前のことが当たり前にできる”を

あらゆる場で推進することが大切です。子供たちにと

っての「当たり前」とはどのようなことか、各学級で

話し合うように話もしました。 

各学級で話し合われた当たり前を目指し、各種学校

行事への取組を通して子供たちをさらに成長させて

まいります。そのためには、学校・家庭・地域のそれ

ぞれが強い絆のもと、“当たり前のことが当たり前に

できる” （凡事徹底）を、教育のあらゆる場で推進す

ることが重要です。御支援、御協力をよろしくお願い

いたします。 

 Ａ：当たり前のことをＢ：ばかにしないで 

Ｃ：ちゃんとする人こそＤ：できる人 

 


